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「住みたくなるまち・三鷹」に全力で取り組みます

三鷹市のまちづくり事業（案）等についての意見

市民参加のまちづくり

おばた和仁

立憲民主党 立憲民主編集部 号外　〒101-0014 東京都千代田区永田町1-11-1  TEL：03-3595-9988（代表）

民間企業の発想と専門力で 
三鷹を変革する市議会議員 !

三鷹駅南口中央通り東地区再開発事業

おばた和仁事務所
〒181－0012  三鷹市上連雀6－4－1
TEL : 080－3046－0741（おばた）
E-mail : info@obatakazuhito.tokyo
https://obatakazuhito.tokyo

●中村ひろし都議との早朝(7:00~8:30)街宣活動●

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
吉祥寺駅 ※

※火曜日、木曜日は三鷹駅北口、井の頭公園駅、三鷹台駅
　仙川駅、つつじが丘駅で実施しています

武蔵境駅 ※ 三鷹駅

公園と水と農業のまち・三鷹
玉川上水、野川、仙川を活
用した水辺公園づくり、
シェア畑や農地の公園化、
維持費のかかる駅前デッキ
は縮小し、玉川上水を楽し
める三鷹駅前をつくりま
す。

●市の方針案
百年の森構想の起点としている。公共公益施設として、
イベントホールを提案している。また、市の財政負担見
込み額も現段階では示していない。

●おばたの意見
漠然とした森というより、ウオーカブル、水辺公園、食
と読書をテーマとしたまちづくりの起点とすべきです。
駅前のイベントホールも慎重に検討したい。公益公共施
設の財政負担見込み額は示すべきです。

井口特設グランドの土地利用
●市の方針案
防災・減災のまちづくりの視点から、野球場が2面とれる
現在の敷地の半分を定期借地にして、感染症にも対応で
きる100床程度の病院を市内から誘致したいとしている。

●おばたの意見
コロナ禍の反省を含め、多面的な考察が必要です。地震
など、大災害時に必要となる仮設建物や緊急車両のため
の広大な敷地は、極力確保しておくことも重要な視点と
思います。市内病院の感染症施設支援は賛成します。

大沢天文台周辺地域まちづくり事業
●市の方針案
防災・減災のまちづくりの為、現在、浸水予想区域内に
ある羽沢小学校は、国立天文台北側ゾーンに移転すべき 
とする提案をおこなっている。

●おばたの意見
羽沢小学校の移転については、浸水だけでなく巨大地震
による大災害やスクールコミュニティ、子どもたちの通
学路の観点から、多面的な考察と意見聴取が必要です。
また、天文台北側敷地の近隣にお住まいの住民の意見を
もっと聴取する必要があります。

小・中学校の給食費無償化
●市の方針案
市内小・中学校の給食費無償化の経費は約8億円と想定さ
れ、毎年の継続的な財政負担は厳しい。学校給食法上も
食材費の負担は保護者となっている。本事業の優先順位
は低い。

●おばたの意見
本来、国の財源で無償化は実施すべきですが、令和5年度
中に、都内の半数近くの区で、無償化となります。子ど
もたちの大切な食の環境に関して、住んでいる自治体で
差が出るのは問題です。国が無償化を決定しない状況か
ら、市は事業見直し、ふるさと納税対策などによる財源
ねん出の検討を開始すべきです。

町会・自治会への支援
●市の方針案
住民自治の視点から、カネは出すが、クチは出さないと
いう姿勢を堅持。町会・自治会への支援策である「がん
ばる地域応援プロジェクト」などにより、元気な町会づ
くりを目指している。

●おばたの意見
町会の加入率は30%台前半。担い手の高齢化など厳しい
状況から、町会・自治会のイベントはできることに絞る
などの割り切りも必要です。一方、担い手不足を解消す
るため、市職員はもっとまちなかへ出て、町会・自治会
と若い方々が参加するテーマ型団体などとの融合・連携
を推進すべきです。

お出かけしたくなるまち・三鷹
自然に溢れたウオーカブ
ルなまちづくり、コミュ
ニティバスのルートを
ループ化し、100円均一
運賃で公共交通網を充
実、将来は、道路の上を
走る次世代路面電車(LRT)
を誘致し、三鷹・調布間
を約20分でつなぎます。

自然の中で美味しく食べるまち・三鷹
水辺公園などにパークPFI 
手法等でレストラン誘
致、食(三鷹産野菜と果物)
と読書をテーマとしたま
ちづくりで、三鷹の商業
を活性化します。

コミュニティを育て、
人のやさしさを感じられるまち・三鷹

子育ても老後も安心・安
全なまちづくり、すべて
の人に居場所と出番があ
るまちづくり、福祉、教
育や防災・減災の基盤と
なるコミュニティ創生に
取り組みます。

■現在
三鷹市議会議員1期目、まちづくり環境委員会、
三鷹駅前再開発・市庁舎特別委員会副委員長、
三鷹国際交流協会評議員など
東京大学大学院在学(都市工学専攻)
■これまで
三鷹幼稚園、南浦小、三鷹一中、
都立国立高校、横浜国大経済学部
東京海上日動火災保険、ジャスダック上場企業執行役員、
小学校PTA副会長
■趣味
水泳、カホン演奏、社交ダンス

プ ロフィール

■損害保険会社３０年
地方転勤が多かった会社員生活でした。日本各地で、保険を通じてまちづ
くりに関わってきました。民間企業の発想で三鷹の課題に取り組みます。

■市民の声を大切に
なにごとにも誠実に対応します ! お気軽に市政の問題やご要望など、ご相
談ください。

■夜間の社会人向け大学院に在学（まちづくり研究）
専門性やエビデンスに裏打ちされた政策を提案します。

■三鷹生まれ、三鷹育ち
私の原点は三鷹ですが、様々な地方で生活したことで、三鷹を客観的に見
れる強みもあります。

おばた和仁はこんな議員で
す


